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１．経営成績・財政状態に関する分析

(1）経営成績に関する分析

 1）第39期連結会計年度の概況

業績の状況

当連結会計年度における我が国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動等の影響は一部あるもの

の、各種経済・金融対策によって、緩やかな回復基調にある一方、欧米・新興国の景気減速懸念は続いており、

先行きは依然として不透明な状況が続いております。情報サービス産業においては、このような経済環境にあっ

て、企業のＩＴ投資は慎重姿勢をとりつつも、緩やかな回復傾向がみられ、ビジネスに向けての戦略的なＩＴ需

要は概ね堅調に推移しました。

このような状況の中、当社グループは積極的な受注活動の推進、更なる採算性の重視、品質の向上に努めてま

いりました。その結果、当連結会計年度における経営成績は、次のとおりとなりました。

売上高は2,225百万円（前期比2.0％増）、売上原価は1,452百万円（前期比1.7％増）となり、売上総利益は

773百万円（前期比2.5％増）となりました。営業利益については、販売費及び一般管理費が、経費節減努力によ

り394百万円（前期比0.3％減）となり、その結果、378百万円（前期比5.5％増）となりました。経常利益につい

ては、営業外収益が18百万円、営業外費用は３百万円となり、その結果、394百万円（前期比3.1％増）となりま

した。当期純利益は、投資有価証券売却益等の特別利益が24百万円、社葬関連費用等の特別損失が14百万円計上

され、税金費用は156百万円（前期比1.1％減）となり、その結果、247百万円（前期比33.8％増）となりまし

た。

 

セグメントの状況は、以下のとおりであります。

（ソフトウェア開発関連事業）

ソフトウェア開発関連事業については、システム開発案件の受注が堅調に推移しており、外部顧客への売上高

は1,895百万円（前期比5.3％増）、セグメント利益は371百万円（前期比4.1％増）となりました。

（サービスインテグレーション事業）

サービスインテグレーション事業については、大規模な開発案件がなかったため、外部顧客への売上高は301

百万円（前期比9.6％減）となりましたが、のれん償却額がなくなったことにより、セグメント利益は37百万円

（前期比63.3％増）となりました。

 

 2）来期の見通し

来期の我が国の経済は、企業収益の向上や雇用環境の改善などから緩やかな回復基調が続くと見込まれるもの

の、個人消費の動向や円安による輸入原材料の上昇、新興国の経済成長鈍化など景気の先行きに不透明な状況は

依然続くものと考えられます。

 

（売上高）

情報サービス産業は、企業のＩＴ投資欲に回復の傾向が表れており、当社ソフトウェア開発関連事業において

は、引き続き高品質なシステムを提供すべく開発・サポート体制と営業面での充実を図ります。サービスインテ

グレーション事業では、クラウド化が進むなか当社ASP・SaaS製品(Pt-school、Pt-fitness)によるハイレベルな

サービスの強化に取り組んでまいります。また、農業分野はi-農業の具現化促進に向けて様々な研究・チャレン

ジが必要と考えております。

以上のことから売上高は2,300百万円（前期比3.3％増）を予想しております。

 

（販売費及び一般管理費）

前期に引き続き経費の節減に一層努めますが396百万円（前期比0.6％増）を予想しております。

 

（営業利益）

売上高の増加、販売費及び一般管理費の増加により385百万円（前期比1.6％増）を予想しております。

 

以上により、平成28年７月期は売上高2,300百万円（前期比3.3％増）、営業利益385百万円（前期比1.6％

増）、経常利益395百万円（前期比0.2％増）、親会社株主に帰属する当期純利益256百万円（前期比3.9％増）を

想定しております。
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(2）財政状態に関する分析

 当連結会計年度末の資産合計は、3,664百万円となり、前連結会計年度末に比べて242百万円の増加となりました。

 これは主に、有形固定資産が30百万円減少したものの、現金及び預金が260百万円、投資その他の資産が12百万円

それぞれ増加したことによるものであります。

 当連結会計年度末の負債合計は、827百万円となり、前連結会計年度末に比べて13百万円の減少となりました。こ

れは主に、その他の流動負債が30百万円、退職給付に係る負債が13百万円および繰延税金負債が11百万円それぞれ増

加したものの、借入金が55百万円、未払法人税等が13百万円それぞれ減少したことによるものであります。

 当連結会計年度末の純資産合計は、2,836百万円となり、前連結会計年度末に比べて256百万円の増加となりまし

た。これは主に、新株発行により資本金が２百万円、資本剰余金が２百万円増加したことと、利益剰余金が、当期純

利益247百万円の計上および配当金の支払39百万円により207百万円増加したこと、およびその他有価証券評価差額金

が44百万円増加したことによるものであります。

 また、キャッシュ・フローの状況につきまして、当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、前連結会計年

度末に比べて260百万円増加し、1,421百万円となりました。

 営業活動によるキャッシュ・フローは、主に、税金等調整前当期純利益403百万円、減価償却費37百万円、退職給

付に係る負債の増加額13百万円、未払消費税等の増加額７百万円、その他の負債の増加額23百万円、法人税等の支払

額159百万円により、320百万円の収入となりました。投資活動によるキャッシュ・フローは、主に、有形固定資産の

取得による支出10百万円、保険積立金の払戻による収入39百万円により、27百万円の収入となりました。財務活動に

よるキャッシュ・フローは、主に、長期借入れによる収入30百万円、長期借入金の返済による支出85百万円、配当金

の支払額39百万円により、91百万円の支出となりました。

 

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

  第35期 第36期 第37期 第38期 第39期

  平成23年７月期 平成24年７月期 平成25年７月期 平成26年７月期 平成27年７月期

自己資本比率（％） 65.1 67.6 73.1 75.4 77.4

時価ベースの自己資本比率

（％）
23.6 25.5 56.6 52.0 157.8

キャッシュ・フロー対有利

子負債比率（年）
3.0 2.9 1.2 0.6 0.4

インタレスト・カバレッ

ジ・レシオ（倍）
27.2 18.1 44.7 85.2 121.2

 自己資本比率：自己資本／総資産

 時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

 キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

 インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュフロー／利払い

 （注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

 （注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

 （注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

 （注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象とし    

ております。

 

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

  当社は、企業価値の向上とその水準の維持を図ることが株主への利益還元であり、経営の重要課題であると認識し

ております。よって、配当金につきましては、企業価値の向上とその水準の維持を可能とする範囲において、事業規

模拡大のための内部留保とのバランスを考慮しながら決定することを基本方針としております。

  以上のような方針から、当期（平成27年７月期）の配当は、１株当たり22円とさせていただきました。次期（平成

28年７月期）の配当につきましては、１株当たり22円の水準は維持していきたいと考えております。

  なお、内部留保資金につきましては、今後予想される事業規模拡大を図るべく、有効に投資してまいりたいと考え

ております。

  当社は、「取締役会の決議により、毎年１月31日を基準日として、中間配当を行うことができる。」旨を定款に定

めております。
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２．経営方針

(1）会社の経営の基本方針

 《理念》

  当社グループの経営理念の根幹は、「和の魂」にあります。「和の魂」とは、お互いが持つ個の力を連携し、そ

れを組織の力にしていく「和の精神」であります。「安心」、「安全」、「信頼」という絆作りを追求し、魅力あ

る会社を創造し、会社の発展と社会に貢献してまいります。魅力ある会社とは、「商品・サービスを買いたい」、

「取引したい」、「勤めたい」、「投資したい」会社であります。

 1)ミッション 

 ①「より良いソリューション・顧客満足度の高い製品・サービス」を提供します。

 ②世界に通用する「Ｐ（人・プロセス・プロダクト）」により社会に貢献します。

 ③「ダイヤモンド経営」を実践します。

 2)ビジョン

 ①高付加価値を創造する企業を目指します。

 ②社員満足度の高い会社を目指します。

 ③社会に認められる製品サービスの開発・創出を目指します。

 3)バリュー 

 品質・環境・技術のバランスを考え、本質を追求した事業を行います。

 ①「品質」：品質第一主義に徹した高品質なシステム開発を行い、お客様の信頼に応える事業活動を推進しま

す。

 ②「環境」：環境への配慮とは何か、その本質を追求し、地球環境保全に配慮した事業活動を推進します。

 

 ③「技術」：時代のニーズに合う最適・最先端の技術を取り入れ、さらに、新たなるチャレンジに踏み出すた

め「半歩先」の技術を習得する努力を続け、お客様が安心できるサービスの提供を目指し、事業

活動を推進します。 

 

(2）目標とする経営指標

  当社グループは、売上総利益及び営業利益を経営指標の一つとしており、適正な利益の確保と継続的な拡大を経営

目標としております。

(3）中長期的な会社の経営戦略

 当社グループの属する情報サービス業界はＩＴ投資の抑制や経費節減傾向が一段と強まっておりますが、経営課題

解決のための企業のＩＴ活用は厳しい外部環境においても企業規模、業績や業態を問わずますます不可欠な状況にあ

ります。

 当社はソフトウェア開発関連事業者として常に高品質なシステムの提供に努めてまいりました。今後も同事業の更

なる成長を目指して、技術力の強化を図り、ＥＲＰパッケージによるソリューションサービス業務の拡大に注力しま

す。さらに当社の開発標準の核となるＣＭＭＩの導入コンサルティングビジネスを推進してまいります。

 1)ソフトウェア開発関連

   ①幅広いツール・環境での開発技術のさらなる強化。

   ②ソリューションサービス業務の拡大。

   ③当社の技術供与によるオフショア開発の推進。

 2)その他

   ①高品質なソフトウェア開発への関心の高まりによるＣＭＭＩの導入コンサルティングビジネスの推進。

(4）会社の対処すべき課題

 1)取引先の拡大の推進と独自顧客の開拓

 営業部門の組織的強化、開発部門の人員増強、サービス製品の充実を推進してまいります。

 2)品質・生産性の更なる向上

 システム開発面ではＣＭＭＩレベル４の達成及び今まで蓄積したノウハウにより、更なる品質・生産性の向上

を推進し、不採算案件を極力減少するように努めてまいります。
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 3)更なるセキュリティの強化

平成15年のプライバシーマーク認証取得、ＢＳ７７９９の認証取得、平成17年のＩＳＭＳ認証取得など、これ

までもセキュリティの強化に努めてまいりましたが、情報漏洩、不正アクセスの増加などの社会情勢に対応すべ

く、今後も継続的に東京本部の設備など更なるセキュリティの強化を推進してまいります。

 

 4)優秀な人材の確保

当社の企業目的を達成するためには、高いＩＴスキル、仕事を通じての自己実現、顧客に対する使命感など優

秀な人材が不可欠と認識しております。自社での採用の強化、国内、国外の外注先の積極的活動により優秀な人

材の確保を推進してまいります。

(5）その他、会社の経営上重要な事項 

 該当事項はありません。
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３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社グループの利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先等であり、海外からの資金調達の必要性が乏

しいため、会計基準につきましては日本基準を採用しております。 

 なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年７月31日) 
当連結会計年度 

(平成27年７月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,360,644 1,621,515 

売掛金 363,573 361,616 

仕掛品 ※２ 25,778 ※２ 27,671 

繰延税金資産 46,054 43,618 

その他 29,430 26,592 

貸倒引当金 △1,861 △1,856 

流動資産合計 1,823,619 2,079,159 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 989,377 989,377 

減価償却累計額 △526,566 △552,428 

建物及び構築物（純額） ※１ 462,811 ※１ 436,949 

土地 ※１ 796,257 ※１ 796,257 

その他 137,799 134,524 

減価償却累計額 △110,864 △112,272 

その他（純額） 26,934 22,252 

有形固定資産合計 1,286,003 1,255,459 

無形固定資産 7,055 12,345 

投資その他の資産    

投資有価証券 195,831 254,977 

繰延税金資産 12,166 780 

その他 97,948 62,628 

貸倒引当金 △1,200 △1,200 

投資その他の資産合計 304,747 317,187 

固定資産合計 1,597,806 1,584,992 

資産合計 3,421,425 3,664,151 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年７月31日) 
当連結会計年度 

(平成27年７月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 7,553 10,461 

1年内返済予定の長期借入金 ※１ 76,416 ※１ 75,751 

未払法人税等 97,560 84,249 

賞与引当金 79,500 82,000 

プログラム保証引当金 4,950 1,176 

受注損失引当金 ※２ 4,241 ※２ 3,000 

その他 246,907 277,123 

流動負債合計 517,129 533,762 

固定負債    

長期借入金 ※１ 108,513 ※１ 53,599 

退職給付に係る負債 111,242 124,659 

長期未払金 102,420 102,420 

繰延税金負債 - 11,312 

その他 1,429 1,446 

固定負債合計 323,605 293,438 

負債合計 840,734 827,200 

純資産の部    

株主資本    

資本金 357,840 360,728 

資本剰余金 263,060 265,965 

利益剰余金 1,885,085 2,092,710 

自己株式 △9,520 △11,376 

株主資本合計 2,496,465 2,708,027 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 84,225 128,923 

その他の包括利益累計額合計 84,225 128,923 

純資産合計 2,580,690 2,836,951 

負債純資産合計 3,421,425 3,664,151 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年８月１日 
 至 平成26年７月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年８月１日 
 至 平成27年７月31日) 

売上高 2,182,664 2,225,817 

売上原価 ※３ 1,428,122 ※３ 1,452,558 

売上総利益 754,542 773,258 

販売費及び一般管理費 ※１,※２ 395,365 ※１,※２ 394,296 

営業利益 359,176 378,962 

営業外収益    

受取利息 317 338 

受取配当金 3,136 3,687 

為替差益 595 4,536 

受取家賃 6,875 7,442 

違約金収入 3,750 － 

受取保険金 8,900 － 

その他 3,172 2,170 

営業外収益合計 26,748 18,175 

営業外費用    

支払利息 3,736 2,667 

その他 11 410 

営業外費用合計 3,748 3,078 

経常利益 382,176 394,059 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 13,467 

受取保険金 － 10,841 

特別利益合計 － 24,308 

特別損失    

減損損失 ※４ 39,069 － 

固定資産除却損 73 － 

投資有価証券評価損 － 4,999 

社葬関連費用 － 9,636 

特別損失合計 39,143 14,636 

税金等調整前当期純利益 343,033 403,731 

法人税、住民税及び事業税 155,606 146,392 

法人税等調整額 2,725 10,183 

法人税等合計 158,332 156,576 

少数株主損益調整前当期純利益 184,701 247,154 

少数株主利益 － － 

当期純利益 184,701 247,154 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年８月１日 
 至 平成26年７月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年８月１日 
 至 平成27年７月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 184,701 247,154 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 26,253 44,698 

その他の包括利益合計 ※１ 26,253 ※１ 44,698 

包括利益 210,954 291,853 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 210,954 291,853 

少数株主に係る包括利益 － － 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成25年８月１日 至 平成26年７月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 357,840 262,896 1,733,323 △9,424 2,344,635 

当期変動額          

剰余金の配当 － － △32,939 － △32,939 

当期純利益 － － 184,701 － 184,701 

自己株式の取得 － － － △260 △260 

自己株式の処分 － 164 － 164 328 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） － － － － － 

当期変動額合計 － 164 151,761 △96 151,830 

当期末残高 357,840 263,060 1,885,085 △9,520 2,496,465 

 

       

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 
 

その他有価証券評価
差額金 

その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 57,972 57,972 2,402,607 

当期変動額      

剰余金の配当 － － △32,939 

当期純利益 － － 184,701 

自己株式の取得 － － △260 

自己株式の処分 － － 328 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

26,253 26,253 26,253 

当期変動額合計 26,253 26,253 178,083 

当期末残高 84,225 84,225 2,580,690 
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当連結会計年度（自 平成26年８月１日 至 平成27年７月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 357,840 263,060 1,885,085 △9,520 2,496,465 

当期変動額          

新株の発行（新株予約権の
行使） 2,888 2,888 － － 5,776 

剰余金の配当 － － △39,529 － △39,529 

当期純利益 － － 247,154 － 247,154 

自己株式の取得 － － － △1,867 △1,867 

自己株式の処分 － 16 － 11 27 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

－ － － － － 

当期変動額合計 2,888 2,904 207,625 △1,855 211,562 

当期末残高 360,728 265,965 2,092,710 △11,376 2,708,027 

 

       

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 
 

その他有価証券評価
差額金 

その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 84,225 84,225 2,580,690 

当期変動額      

新株の発行（新株予約権の
行使） 

－ － 5,776 

剰余金の配当 － － △39,529 

当期純利益 － － 247,154 

自己株式の取得 － － △1,867 

自己株式の処分 － － 27 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

44,698 44,698 44,698 

当期変動額合計 44,698 44,698 256,261 

当期末残高 128,923 128,923 2,836,951 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年８月１日 
 至 平成26年７月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年８月１日 
 至 平成27年７月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 343,033 403,731 

減価償却費 43,443 37,463 

減損損失 39,069 - 

のれん償却額 14,819 - 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,926 △5 

賞与引当金の増減額（△は減少） 400 2,500 

プログラム保証引当金の増減額（△は減少） △1,354 △3,773 

受注損失引当金の増減額（△は減少） △4,291 △1,241 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 10,021 13,417 

受取利息及び受取配当金 △3,453 △4,026 

支払利息 3,736 2,667 

受取保険金 － △10,841 

社葬関連費用 － 9,636 

為替差損益（△は益） △638 △4,505 

固定資産除却損 73 - 

投資有価証券売却損益（△は益） － △13,467 

投資有価証券評価損益（△は益） － 4,999 

売上債権の増減額（△は増加） △60,195 3,417 

たな卸資産の増減額（△は増加） 17,495 △6,997 

仕入債務の増減額（△は減少） △7,483 2,907 

未払消費税等の増減額（△は減少） 19,503 7,756 

その他の資産の増減額（△は増加） 11,767 9,817 

その他の負債の増減額（△は減少） 11,490 23,895 

その他 6,173 171 

小計 439,683 477,523 

利息及び配当金の受取額 3,453 4,026 

利息の支払額 △3,689 △2,642 

保険金の受取額 － 10,841 

社葬関連費用の支払額 － △9,636 

法人税等の支払額 △125,021 △159,826 

営業活動によるキャッシュ・フロー 314,426 320,285 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △250,000 △250,000 

定期預金の払戻による収入 250,000 250,000 

有形固定資産の取得による支出 △1,182 △10,203 

無形固定資産の取得による支出 △4,045 △4,958 

投資有価証券の取得による支出 △4,015 △9,143 

投資有価証券の売却による収入 － 18,113 

保険積立金の払戻による収入 － 39,193 

その他の資産に関する支出 △20,765 △6,005 

その他の資産に関する収入 450 231 

投資活動によるキャッシュ・フロー △29,559 27,226 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年８月１日 
 至 平成26年７月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年８月１日 
 至 平成27年７月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入れによる収入 － 30,000 

長期借入金の返済による支出 △123,416 △85,579 

新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 5,776 

自己株式の純増減額（△は増加） 68 △1,839 

配当金の支払額 △32,957 △39,504 

財務活動によるキャッシュ・フロー △156,304 △91,146 

現金及び現金同等物に係る換算差額 638 4,505 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 129,200 260,871 

現金及び現金同等物の期首残高 1,031,443 1,160,644 

現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 1,160,644 ※１ 1,421,515 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

   該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

  該当事項はありません。

 

 

（表示方法の変更）

（連結損益計算書関係）

 前連結会計年度において営業外収益の「その他」に含めていた「為替差益」は営業外収益の総額の100分の10

を超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。この表示方法の変更を反映させるため、

前連結会計年度の連結財務諸表の組替を行っております。

 この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「その他」3,767千円は「為替差益」595千円、「その

他」3,172千円として組み替えております。

 

 

（会計上の見積りの変更）

  該当事項はありません。

 

 

（追加情報）

  該当事項はありません。
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（連結貸借対照表関係）

※１ 担保に供されている資産及びこれに対応する債務

担保に供されている資産

 
前連結会計年度

（平成26年７月31日）
当連結会計年度

（平成27年７月31日）

建物及び構築物 410,300千円 388,841千円

土地 694,425 694,425

計 1,104,726 1,083,267

 

対応する債務

 
前連結会計年度

（平成26年７月31日）
当連結会計年度

（平成27年７月31日）

１年内返済予定の長期借入金 36,420千円 39,068千円

長期借入金 71,830 53,599

計 108,250 92,667

 

 

※２ 損失が見込まれるソフトウェア開発契約に係るたな卸資産は、これに対応する受注損失引当金を相殺表

示しております。相殺表示したたな卸資産に対応する受注損失引当金の額は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成26年７月31日）
当連結会計年度

（平成27年７月31日）

仕掛品に係るもの 2,104千円 4,500千円

 

 

- 16 -

株式会社大和コンピューター（3816） 平成27年７月期 決算短信



（連結損益計算書関係）

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前連結会計年度 

（自 平成25年８月１日 
  至 平成26年７月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成26年８月１日 

  至 平成27年７月31日） 

役員報酬 79,560千円 84,760千円 

従業員給与及び手当 75,379 75,279 

賞与引当金繰入額 8,314 8,680 

プログラム保証引当金繰入額 4,950 1,176 

退職給付費用 1,316 1,896 

研究開発費 2,199 1,999 

貸倒引当金繰入額 1,430 △5 

 

 

※２ 研究開発費の総額

 
前連結会計年度

（自 平成25年８月１日
至 平成26年７月31日）

当連結会計年度
（自 平成26年８月１日
至 平成27年７月31日）

一般管理費に含まれる研究開発費 2,199千円   1,999千円

 

 

※３ 売上原価に含まれる受注損失引当金繰入額

 
 
 

前連結会計年度
（自 平成25年８月１日
至 平成26年７月31日）

当連結会計年度
（自 平成26年８月１日
至 平成27年７月31日）

  6,346千円 7,500千円

 

 

※４ 減損損失

     前連結会計年度（自 平成25年８月１日 至 平成26年７月31日）

      当連結会計年度において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

用途 種類 金額

サービスインテグレーション事業 のれん等 39,069千円

 当社グループは、事業単位を基準とした管理会計上の区分を基礎としてグルーピングを行っております。

 連結子会社㈱フィット・コムにおいて、事業環境及び今後の見通しを勘案し、のれん及び同社の固定資産の評価

を見直した結果、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しました。上

記減損損失の内訳は、のれん34,579千円、工具、器具及び備品4,396千円、ソフトウエア93千円であります。

 なお、のれん等の回収可能価額については、当初想定していた収益が見込めなくなったため、使用価値をゼロと

して算定しております。

 

 

（連結包括利益計算書関係）

※１  その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

 
前連結会計年度

（自 平成25年８月１日
至 平成26年７月31日）

当連結会計年度
（自 平成26年８月１日
至 平成27年７月31日）

その他有価証券評価差額金：    

当期発生額 40,766千円 73,126千円

組替調整額 － △13,467

税効果調整前 40,766 59,659

税効果額 △14,512 △14,960

その他有価証券評価差額金 26,253 44,698

その他の包括利益合計 26,253 44,698
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（連結株主資本等変動計算書関係）

 前連結会計年度（自 平成25年８月１日 至 平成26年７月31日） 

 １．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期首
株式数（株）

当連結会計年度増加
株式数（株）

当連結会計年度減少
株式数（株）

当連結会計年度末株
式数（株）

発行済株式        

普通株式 1,332,000 － － 1,332,000

合計 1,332,000 － － 1,332,000

自己株式        

普通株式（注）１ 14,412 200 250 14,362

合計 14,412 200 250 14,362

（注）１．普通株式の自己株式の増加200株は、単元未満株式の買取による増加であり、普通株式の自己株式の減少250株

は、単元未満株式の買増請求による減少であります。

 

 ２．配当に関する事項

 (1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成25年10月22日

定時株主総会
普通株式 32,939 25.0 平成25年７月31日 平成25年10月23日

 

 (2）基準日が当連結会計年度に帰属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成26年10月28日

定時株主総会
普通株式 39,529 利益剰余金 30.0

平成26年

７月31日

平成26年

10月29日

 

 当連結会計年度（自 平成26年８月１日 至 平成27年７月31日） 

 １．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期首
株式数（株）

当連結会計年度増加
株式数（株）

当連結会計年度減少
株式数（株）

当連結会計年度末株
式数（株）

発行済株式        

普通株式（注）１，２ 1,332,000 673,425   2,005,425

合計 1,332,000 673,425   2,005,425

自己株式        

普通株式（注）１，３ 14,362 7,909 25 22,246

合計 14,362 7,909 25 22,246

（注）１．当社は、平成27年２月１日付で普通株式１株につき1.5株の割合で株式分割を行っております。

２．普通株式の発行済株式総数の増加673,425株のうち、666,000株は、平成27年２月１日の株式分割による増加で

あり、7,425株は、新株予約権の権利行使による増加であります。

３．普通株式の自己株式数の増加7,909株のうち、7,228株は、平成27年２月１日の株式分割による増加であり、

681株は、単元未満株式の買取等による増加であります。また自己株式数の減少25株は、単元未満株式の買増

請求による減少であります。
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 ２．配当に関する事項

 (1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成26年10月28日

定時株主総会
普通株式 39,529 30.0 平成26年７月31日 平成26年10月29日

 

 (2）基準日が当連結会計年度に帰属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成27年10月22日

定時株主総会
普通株式 43,629 利益剰余金 22.0

平成27年

７月31日

平成27年

10月23日

 

 

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前連結会計年度

（自 平成25年８月１日
至 平成26年７月31日）

当連結会計年度
（自 平成26年８月１日
至 平成27年７月31日）

現金及び預金勘定 1,360,644千円 1,621,515千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △200,000 △200,000

現金及び現金同等物 1,160,644 1,421,515

 

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

 １．報告セグメントの概要

   当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。

   当社グループは、情報システムの構築・稼働までを事業領域とする「ソフトウェア開発関連事業」と、SaaS型

ソフトウェアサービス等を事業領域とする「サービスインテグレーション事業」を主な事業としております。

   従って、当社は、「ソフトウェア開発関連事業」及び「サービスインテグレーション事業」を報告セグメント

としております。

   具体的な事業の内容は、次のとおりであります。

   「ソフトウェア開発関連事業」は、顧客より請け負った受託開発業務を中心に、システム／ソフトウェアの設

計・開発・導入、保守などのサービスを提供すること、及びソフトウェア開発プロセスの改善・ＣＭＭＩ導入コ

ンサルテーションを提供することで、顧客の企業活動をサポートしております。

   「サービスインテグレーション事業」は、SaaS型によるソフトウェアサービスの提供、及び関連するシステム

／ソフトウェアのコンサルティングから設計・開発・導入、保守、ハードウェア販売／導入、サプライ供給など

により、導入システムや企業活動をトータルにサポートしております。

 

 ２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

   報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に

おける記載と概ね同一であります。

 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

 セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

 前連結会計年度（自 平成25年８月１日 至 平成26年７月31日）

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

連結財務諸
表計上額 
（注）３ 

 
ソフトウェ
ア開発関連

事業 

サービスイ
ンテグレー
ション事業 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 1,799,574 333,789 2,133,363 49,300 2,182,664 － 2,182,664 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
10,507 － 10,507 8,462 18,969 △18,969 － 

計 1,810,082 333,789 2,143,871 57,763 2,201,634 △18,969 2,182,664 

セグメント利益又は損失

（△） 
356,958 22,960 379,919 △26,142 353,776 5,400 359,176 

セグメント資産 1,271,088 154,750 1,425,838 81,230 1,507,068 1,914,356 3,421,425 

その他の項目              

減価償却費 28,216 6,173 34,390 9,053 43,443 － 43,443 

のれんの償却額 － 14,819 14,819 － 14,819 － 14,819 

有形固定資産及び無形固

定資産の増加額 
8,535 1,334 9,870 452 10,322 － 10,322 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、システム販売等であります。

   ２．調整額は以下のとおりであります。

    (１) セグメント利益又はセグメント損失の調整額は、セグメント間取引の消去であります。

    (２） セグメント資産の調整額は、未実現利益に係る調整額、セグメント間取引の消去及び各報告セグメント

に配賦していない全社資産であります。

    (３) 事業セグメントに対する固定資産の配分基準と関連する減価償却費の配分基準が異なっております。

   ３．セグメント利益又はセグメント損失は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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 当連結会計年度（自 平成26年８月１日 至 平成27年７月31日） 

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

連結財務諸
表計上額 
（注）３ 

 
ソフトウェ
ア開発関連

事業 

サービスイ
ンテグレー
ション事業 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 1,895,766 301,662 2,197,429 28,388 2,225,817 － 2,225,817 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
1,896 － 1,896 7,645 9,542 △9,542 － 

計 1,897,662 301,662 2,199,325 36,033 2,235,359 △9,542 2,225,817 

セグメント利益又は損失

（△） 
371,465 37,503 408,969 △35,406 373,562 5,400 378,962 

セグメント資産 1,223,240 143,018 1,366,258 83,213 1,449,471 2,214,679 3,664,151 

その他の項目              

減価償却費 27,238 3,549 30,787 6,676 37,463 － 37,463

のれんの償却額 － － － － － － － 

有形固定資産及び無形固

定資産の増加額 
9,710 2,134 11,844 518 12,363 － 12,363

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、システム販売等であります。

   ２．調整額は以下のとおりであります。

    (１) セグメント利益又はセグメント損失の調整額は、セグメント間取引の消去であります。

    (２） セグメント資産の調整額は、未実現利益に係る調整額、セグメント間取引の消去及び各報告セグメント

に配賦していない全社資産であります。

    (３) 事業セグメントに対する固定資産の配分基準と関連する減価償却費の配分基準が異なっております。

   ３．セグメント利益又はセグメント損失は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

前連結会計年度
（自 平成25年８月１日
至 平成26年７月31日）

当連結会計年度
（自 平成26年８月１日
至 平成27年７月31日）

 
１株当たり純資産額 1,305円72銭

１株当たり当期純利益金額 93円45銭

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

92円95銭

 

 
１株当たり純資産額 1,430円51銭

１株当たり当期純利益金額 125円04銭

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

123円26銭

 
（注）１．当社は、平成27年２月１日付で普通株式１株につき1.5株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり純資産額、１株当たり当期純利益金額及び潜在株

式調整後１株当たり当期純利益金額を算定しております。

 

      ２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度末

（平成26年７月31日)
当連結会計年度末

（平成27年７月31日)

純資産の部の合計額（千円） 2,580,690 2,836,951

純資産の部の合計額から控除する金額

（千円）
－ －

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 2,580,690 2,836,951

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末

の普通株式の数（株）
1,976,457 1,983,179

 

      ３．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり
であります。

 
前連結会計年度

（自 平成25年８月１日
至 平成26年７月31日）

当連結会計年度
（自 平成26年８月１日
至 平成27年７月31日）

１株当たり当期純利益金額    

 当期純利益（千円） 184,701 247,154

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益（千円） 184,701 247,154

期中平均株式数（株） 1,976,482 1,976,625

     

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額    

 当期純利益調整額（千円） － －

 普通株式増加数（株） 10,668 28,516

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額の算定に含めなか
った潜在株式の概要

平成18年３月24日開催の臨時株
主総会による新株予約権の付与。
新株予約権１種類（新株予約権の
目的となる株式の数94,500株）。

平成18年３月24日開催の臨時株
主総会による新株予約権の付与。
新株予約権１種類（新株予約権の
目的となる株式の数85,500株）。

 

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。
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